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令和元年7月29日(月)

農林環境委員会視察報告

〈京都府立林業大学校〉

平成24年4月開校、今年で8年目となる。まず第

一に自然を尊敬できる人を育てることを目指してい

る。

・３つの教育理念

①実践的な技術・知識を身に付けて第一線で活躍

できる人材

②森林保全活動から野生鳥獣対策まで幅広い地域

活動を支える公共人材

③森林組合など林業事業体の経営力の向上を支え

る人材

・カリキュラム

[森林林業科]

林業専攻と森林公共人材専攻のコース 2年間

[研修科]

林業トレーニングコース 2ヶ月

経営高度化コース 3ヶ月

森林保全・野生鳥獣害対策コース 6日間程度

森と木の文化コース 年4回程度

林業専攻は京都府独自の認定として「高性能林業機

械操作士」取得

森林公共人材専攻は京都府独自の認定として「森林

公共政策士」「地域公共政策士」取得

・京都府林業の担い手交流・育成協議会

学生生活から就職までサポートするとともに担い

手同士が交流し支え合いながら成長するために森

林・林業界全体をサポート



・大学と企業の連携

京都府立大学と連携し必要な公共政策の専門講義

を受ける。府立大学は公共政策実習の実習先を林

業大学校から提供を受ける。林業先進国ドイツの

チェーンソーメーカー (株)スチールと教育活動の協

力を締結し、ドイツでの海外研修を2年生の春に実

施する。内容は最新型のチェーンソーを実施した講

義と実習。地元林業大学との交流等。

・インターンシップとキャップストーン研修

インターンシップ

1年生の3月に1週間の林業事業体での就業体験

キャップストーン研修

2年生9～10月に1か月間林業事業体で業務体験

・林業大学校地域連携協議会

京丹波町の地域住民との絆づくりを目指し、地域

清掃活動や秋祭りでの神輿担ぎに参加。

・学生生活について

現在1年生15名・2年生12名で町営住宅に9人、民

間アパート7人、民間空家に9人。朝食は必ず食べる

ことということで道の駅にて１食380円で提供して

いる。

・修学資金制度

入学料と授業料の無利子貸与制度。卒業後、京都

府内で林業等に5年間従事すると返還免除される。

緑の青年就業準備として林業関連分野への就業を

希望の若者への支援として年間最大150万円×2年

間＝300万円を給付。卒業から1年以内に林業等に

就業し、3年間従事した場合に返還免除される

・卒業生の進路

京都府内に6割。主に森林組合、民間森林事業体、

公務員等。



・他県の林業大学校との協定

長野県林業大学校、岐阜県森林文化アカデミーと

京都府林業大学校の三林業大学校が技術者養成教育

の充実、向上を図るための協定締結。

※次代の林業担い手を養成するため、森林をベース

にした循環型社会の実現に寄与できる人材育成を目

指している。入学者は京都府外からも募集している。


